




















る。 しかし， 一方でその場限りの体験に終わってしまった り， 実生活へのつながりが希簿であ
った りする姿がみられるこ ともあった。児童の生活の基盤は家庭にある。 日常的に何気なく繰
り返 しながら生活 していること が，実はなくてはならない， とても大切なことである ことに気
付かせたい。子どもが自分自身や家族の生活に関心を持ち，“何気なく生活している自分”か
ら “生活する自分”へと意識を近づけていく学びを自己の変容（自分をCHANGE) ととら
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i◇ 意欲的に取り組み，よりよいものを考える子ども ： 



















対話 ① 対象との対話 → 調べ学習やアンケート調査，実験や観察等を通して
対象と関わりながら‘‘必要性”とその意味を実感していく 。







































T : 以前の上靴のアンケートでは、毎週持つで帰る子、 10人もいなかったよ。
C : え～！
しゅう：ふとんと かも、そんなに洗ってないけれど、夜に汗かくつていうから。
その後、 運動靴、ぬいぐるみ、ゴム、等身の回り で今まで汚れているとい う意識をもってい
なかったものが出された。また、体操服の汚れについても確認 し合った。 目には見えない、見
えにくい汚れ （汗）を確認する実験を取り入れたことで、目に見えている汚れだけでなく、目
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